
☆ 児童生徒交流日 （10月） ： 小６児童が中学校の授業をグループで見学します。

横浜型小中一貫教育　　日限山中学校ブロック

≪日限山中学校ブロックで育てるこどもの姿≫
 「今、必要なこと」 「今、やるべきこと」 「今、考えなければならないこと」 を思索し、実行できる児童・生徒　の育成に取り組みます。

≪具体的な取り組み（児童・生徒間交流）≫　（実施月は平成27年度の場合です。）

☆ 日限山中学校の体育祭 （６月） ： 小６児童が競技にも参加します。

日限山中学校
（港南区）

日限山小学校
（港南区）

南舞岡小学校
（戸塚区）

平成２４年度より、横浜市立小中学校では、全１４２ブロックで「横浜型
小中一貫教育」が全面的にスタートしました。
「横浜型小中一貫教育」とは、敷地や校舎を共有するなどの物理的な
条件に関係なく、小中学校教職員が情報交換や連携をして、義務教育
９年間の連続性を図った小中一貫カリキュラムに基づく教育活動を推進
することです。 このことによって、子どもの学力の向上や児童生徒指導
上の課題の解消を目指します。

☆ はまっ子ふれあいスクール （８月） ： 中学生がボランティアで参加します。

☆ 小学校運動会 （５月） ： 中学生がボランティアで運動会の片付け等を手伝います。

☆ 小学校特設ｸﾗﾌﾞ （９ ～ ２月） ： 小学校の特設ｸﾗﾌﾞ（ｻｯｶｰ・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）の練習に、部活動生徒が参加します。

☆ ふれあいコンサート （12月） ： 中学校吹奏学部・小学校特別音楽クラブが参加します。

≪教職員の取り組み≫

☆ 授業体験 （２月） ： 小６児童が中学校に登校し中学校授業を体験します。

☆ 部活動体験 （２月） ： 小６児童が中学校の部活動に体験参加します。

小中学校間での学習指導・生活指導の円滑な接続を図り実践していくために、小中学校の全教職員が集い、

「小中一貫カリキュラムの検討」「合同授業研究会」「人権研修」等、年間５回の研修会を開催しています。

≪教職員の取り組み≫


